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様
々
な
分
野
で
市
民
が

被
災
地
で
支
援
活
動

日
本
に
お
け
る
史
上
最
大
級
の

被
害
が
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。

地
震
、
津
波
に
よ
り
、
東
北
・

関
東
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

甲
州
市
か
ら
も
、
被
災
し
た
人

た
ち
の
支
援
や
被
災
地
の
復
興
に

あ
た
る
た
め
、
多
く
の
市
民
が
被

災
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

坂
野
さ
お
り
さ
ん
（
上
於
曽
）

は
、
震
災
直
後
の
３
月
30
日
か
ら

４
月
２
日
、
８
月
21
日
か
ら
24
日

の
間
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と

し
て
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
支
援
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

歯
科
衛
生
士
の
坂
野
さ
ん
は
、

各
避
難
所
の
施
設
や
避
難
生
活
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
衛
生
管
理
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
生
活
で
の
悩
み

を
聞
く
な
ど
積
極
的
に
活
動
す
る

中
で
感
じ
た
こ
と
は
、
「
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
地
域
住
民
の
復
興
に

対
す
る
強
い
想
い
で
す
。

そ
れ
は
、
５
ヶ
月
後
に
改
め
て

気
仙
沼
市
に
訪
れ
た
時
も
感
じ
た

そ
う
で
す
。

今
回
の
支
援
活
動
に
坂
野
さ
ん

は
、
「
多
く
の
方
々
が
、
被
災
地

で
支
援
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、
家
族
や
職
場
、

地
域
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
災
地

に
行
か
な
く
て
も
甲
州
市
で
も
出

来
る
支
援
活
動
が
あ
り
ま
す
」
と

帰
宅
後
に
は
、
被
災
地
で
生
活
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
声
を
報
告
し
て

い
ま
す
。

司
法
書
士
名
取
建
治
さ
ん
（
藤

木
）
は
、
５
月
27
日
か
ら
29
日
に

宮
城
県
気
仙
沼
市
、
６
月
17
日
か

ら
18
日
に
宮
城
県
大
崎
市
と
２
回

に
わ
た
り
、
被
災
地
を
訪
れ
各
避

難
所
や
相
談
会
場
で
法
律
相
談
を

行
い
ま
し
た
。

当
初
、
相
談
会
場
に
訪
れ
た
相

談
者
の
方
か
ら
は
「
何
を
相
談
し

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
震
災
か
ら
３
ヶ
月
が
経
過
し
、

被
災
地
の
皆
さ
ん
は
復
興
に
向
け

着
実
に
歩
を
進
め
て
い
る
と
い
っ

た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

「
今
後
は
、
将
来
に
向
け
て
の

相
談
内
容
が
多
く
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
」
と
被
災
地
で
踏
ん
張

る
皆
さ
ん
の
「
強
さ
」
と
「
覚
悟
」

を
称
え
な
が
ら
名
取
さ
ん
は
話
し

ま
し
た
。

こ
の
２
人
の
ほ
か
に
も
、
多
く

の
市
民
や
各
種
団
体
ら
が
、
河
川

の
清
掃
な
ど
、
被
災
地
で
幅
広
く

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

甲
州
市
職
員
４
１
人
が

被
災
地
で
見
た
も
の

市
で
も
、
震
災
で
大
規
模
な
被

８月２０日、甲州市はＪＡフルーツ山梨塩山支所生産部との共同支援「東日本
大震災・被災地食料支援事業」として、岩手県大船渡市の指定避難所に住む４２
０世帯に、市特産「デラぶどう」を無料配布しました。「美味しいぶどうを食べて、
元気になってほしい」と、一人ひとりに声をかけながら手渡しました。

東
日
本
大
震
災
・
が
ん
ば
ろ
う
日
本

復
興
へ
の
助
け
合
う
心



３ 広報こうしゅう

害
を
受
け
た
岩
手
県
大
船
渡
市

に
、
５
月
11
日
か
ら
約
３
ヶ
月
の

期
間
、
41
人
の
職
員
を
派
遣
し
ま

し
た
。

支
援
活
動
に
あ
た
っ
た
市
職
員

は
、
大
船
渡
市
の
職
員
と
一
緒
に

被
災
し
た
家
屋
の
「
り
災
証
明
」

の
調
査
・
交
付
、
自
衛
隊
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
避
難
所
で
の
入
浴
準

備
な
ど
、
被
災
地
で
生
活
さ
れ
て

い
る
方
々
、
そ
し
て
、
帰
郷
を
願

う
方
々
の
た
め
の
支
援
活
動
に
励

み
ま
し
た
。

「
遠
く
か
ら
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
大
船
渡
市

の
指
定
避
難
所
で
生
活
す
る
皆
さ

ん
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら

れ
、
派
遣
職
員
は
、
改
め
て
復
興

へ
の
思
い
を
強
く
持
つ
こ
と
が
出

来
た
そ
う
で
す
。

最
初
期
に
津
波
が
到
達

し
た
岩
手
県
大
船
渡
市

岩
手
県
大
船
渡
市
は
、
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
、
死
亡
者
３
３
１
人
、
行
方
不

明
者
１
１
７
人
、
建
物
被
害
５，

０
８
３
世
帯
（
８
月
12
日
現
在
の

被
害
状
況
）
と
地
震
や
津
波
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
、
大
船
渡
市
に
は
震
災
直

後
、
岩
手
県
釜
石
市
に
次
ぎ
、
最

初
期
に
津
波
が
到
達
し
た
こ
と
か

ら
、
無
残
な
光
景
を
目
に
し
た
市

民
か
ら
は
、
「
こ
れ
か
ら
、
ど
う

な
る
の
」
と
つ
ぶ
や
く
声
が
聞
か

れ
た
そ
う
で
す
。

助
け
合
う
心
が
大
切

将
来
に
向
け
た
支
援

震
災
直
後
か
ら
、
大
船
渡
市
を

は
じ
め
東
北
地
方
を
中
心
と
す
る

自
治
体
で
は
、
全
国
の
自
治
体
職

員
、
市
民
団
体
な
ど
の
被
災
地
支

援
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
市
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
心
温
ま
る
義
援
金
や
支
援
物

資
を
届
け
る
な
ど
、
様
々
な
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
皆
様
の
受
け
入
れ
に
伴
う
体
制

と
し
て
、
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
の
連
携
に
よ
る
「
絆
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
て
、
様
々
な

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
22
日
現
在
ま
で
、
32
人

（
12
世
帯
）
が
、
甲
州
市
に
避
難

さ
れ
、
本
市
で
は
「
助
け
合
う
心
」

を
大
切
に
、
市
営
住
宅
、
福
祉
、

健
康
、
教
育
、
子
育
て
な
ど
幅
広

い
分
野
で
「
安
心
と
安
全
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
「
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
」
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
日
本
の

将
来
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

田辺市長が被災地を視察

被災者支援を継続
田辺市長は６月２０日から３日間、職員の派

遣先である岩手県大船渡市と周辺の被災地を訪

問しました。大船渡市の戸田市長との会談では、

震災直後から復興に向けて、市民と行政の様々

な取り組みを聞きました。また、実際に被災地

を視察して、被害の大きさに言葉を失いました。

しかし、地域住民の声を聞き、その精力的な

活動を目にし、東北の皆様は復興に向けて、一

歩ずつ前に進んでいることを感じました。日本

各地からの心温まる支援と交流、大きな支えと

なる「助け合いの心」を目の当たりにした田辺

市長は、「今後も継続して、被災者の支援を行

っていきたい」と東北の皆様に誓いました。　

戸
田
市
長
（
右
）
か
ら
大
船
渡
市

の
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

大
規
模
な
被
害
を
受
け
た
大
船
渡

市
の
中
心
街

東日本大震災
がんばろう日本

復興への
助け合う心



職
員
が
被
災
地
を
語
る

震
災
か
ら
学
ぶ
報
告
会

甲
州
市
で
は
、
被
災
地
で
の
支

援
活
動
を
多
く
の
皆
様
に
報
告
す

る
と
同
時
に
「
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
」
を
被
災
地
支
援
活
動
か
ら

学
ぶ
た
め
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
支
援
活
動
報
告
会
を
、
８
月
19

日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
開
催
し
ま

し
た
。

派
遣
職
員
を
代
表
し
て
、
６
人

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
大
船
渡

市
等
で
の
支
援
活
動
の
内
容
や
甲

州
市
で
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

「
大
船
渡
市
の
風
景
を
見
た
と

き
に
、
以
前
は
ど
ん
な
町
並
み
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
パ
ネ
ラ
ー
の

職
員
が
話
す
よ
う
に
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
た
写
真
に
は
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地
の

風
景
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
交
流
課
の
林
正
樹
さ
ん
が

「
支
援
し
て
い
る
私
た
ち
が
励
ま

さ
れ
ま
し
た
」
と
話
す
よ
う
に
、

す
べ
て
の
職
員
が
、
毎
日
、
大
船

渡
の
市
民
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

避
難
所
で
の
入
浴
準
備
を
行
っ

た
税
務
課
の
勝
村
悠
史
さ
ん
は

「
自
衛
隊
の
方
が
、
タ
オ
ル
で
手

作
り
し
た
ア
ニ
メ
の
主
人
公
に
似

た
人
形
を
配
っ
て
い
ま
し
た
」
と
、

長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活
に
対
す

る
「
心
の
支
援
」
の
必
要
性
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
話
し
て
く

れ
た
６
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
、
最
後

に
揃
っ
て
同
じ
言
葉
を
話
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
震
災
に
対
す
る
日

頃
の
心
構
え
」。

「
震
災
が
起
き
た
時
に
、
ど
の

よ
う
な
行
動
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
」
「
行
政
が
震
災
状
況
を
具
体

的
に
伝
え
る
手
段
」
「
観
光
客
も

多
い
甲
州
市
で
、
避
難
場
所
ま
で

の
誘
導
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
の
か
」
な
ど
多
く
の
課
題
が
み

え
ま
し
た
。

今
回
の
震
災
で
経
験
し
た
こ
と

を
甲
州
市
の
防
災
活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４平成23年９月

報告会に参加した
市民・市職員の声

●テレビの報道で見た状況しか分からなかった

ので、実際の被災地の現状が聞くことができ

て良かった。（７０歳代　女性）

●派遣職員の皆さんの話しを聞いたら、私たち

も現地に行って支援をしたいと感じました。

（６０歳代　女性）

●報道を通じて知るものと違い、被災地での経

験は一生心に残ると思います。今後の甲州市

政に活かしてもらいたい。（６０歳代　女性）

●今回の報告から、改めて震災について考えさ

せられ、「減災」に向けて、しっかりと取り組

む気持ちになりました。（３０歳代　市職員）

●今回の経験を忘れずに、災害対策を真剣に考

え実行していくことが大切だと実感しました。

（２０歳代　市職員）

避難生活の入浴用水などの確保のため

自衛隊と連携して行った給水作業。

Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
の
建
物
に
は
津
波
の
痕
跡

（
点
線
）
を
今
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

約
１
０
０
人
の
方
が
参
加
し
た
被
災
地

支
援
活
動
報
告
会
（
報
告
会
の
内
容
は

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ
れ
ま
す
）



各
地
区
の
防
災
訓
練

初
め
て
合
同
で
開
催

こ
の
度
の
震
災
を
教
訓
に
、
市

で
は
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

見
直
し
の
基
調
と
な
る
考
え
と

し
て
大
事
な
こ
と
は
「
市
民
一
人

ひ
と
り
が
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
」
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
９

月
４
日
に
各
地
区
合
同
の
防
災
訓

練
を
初
め
て
実
施
し
ま
す
。

救
出
救
護
、
患
者
搬
送
な
ど
現

場
対
応
に
即
し
た
、
よ
り
実
践
的

な
訓
練
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
、
い
ち
早
く
正
確
な
災
害
情

報
を
地
域
住
民
な
ど
に
伝
達
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の

訓
練
を
基
に
、
様
々
な
視
点
か
ら

検
討
・
研
究
し
て
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
り
築
い
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
本
市
は
、
以
前
か

ら
東
海
地
震
の
逼
迫
性
が
指
摘
さ

れ
、
富
士
山
は
ひ
と
た
び
噴
火
し

た
場
合
、
広
範
な
地
域
で
の
災
害

発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
隣
の
自
治
体
と
の
広
域
的

な
防
災
体
制
を
確
立
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
災
害
が
起
き
て
も

大
丈
夫
と
い
う
心
構
え

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
と
い
う

言
葉
は
、
今
や
世
界
共
通
の
東
日

本
大
震
災
へ
の
復
興
に
対
す
る
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
、
人
々
の

大
き
な
支
援
の
輪
と
し
て
響
き
渡

っ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
私
た
ち
は
復
興
を
願

う
支
援
の
輪
を
広
げ
る
と
同
時

に
、
「
い
つ
災
害
が
起
き
て
も
大

丈
夫
」
と
い
う
、
災
害
に
対
す
る

心
構
え
と
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
故
郷
・
甲
州
市
は
、

災
害
に
絶
対
に
負
け
ま
せ
ん
。

５ 広報こうしゅう

甲州市総合防災訓練
実施日　9月4日（日）

当日の訓練では、防災行政無線により午前８
時３５分頃、東海地震警戒宣言発令の放送、午
前９時にサイレンを鳴らします。各地区が実施
する訓練に積極的に参加しましょう。
※地区によっては別の日に訓練を行うところも
あります。

甲州市海外トップセールス
ＩＮシンガポール

７月２８日から３１日までの期間、甲州市産の
果実やワインの輸出拡大、そして誘客宣伝を目的
に、東南アジアの国際都市であるシンガポールで
初めてトップセールスを行いました。 

今回のトップセールスは、山梨県が誇る多彩な
観光資源とワインや果実などをピーアールし、誘
客そして県産品の輸出拡大を図る「海外トップセ
ールス事業」と並行させていただき、横内正明山
梨県知事、広瀬久信ＪＡ全農やまなし会長と共に、
シンガポール政府観光局、伊勢丹スコッツ店をは
じめ関係各所へ積極的にアピールを行ないました。

桃、ぶどう、ワイン
東京都世田谷でＰＲ

甲州市とＪＡフルーツ山梨は８月６日、７日の
２日間、東京都世田谷区馬事公苑で開催された世
田谷区民まつりに参加しました。

都心の方々に喜んでいただこうと、糖度が高く

高品質の桃やぶどう、特産ワインの試飲や販売な

ど、甲州市の魅力をアピールしました。

東日本大震災
がんばろう日本

復興への
助け合う心

KOSHUTOPIC

特
産
の
果
実
を
Ｐ
Ｒ

甲
州
市
を
紹
介
す
る
田
辺
市
長



６平成23年９月

甲州市教育委員会は、８月２日から２日間、
市内の史跡や観光名所を仲間と巡り、親睦や友
情を深めることを目的に「甲州市少年少女ふる
さと探険隊」を行いました。

今年は、市内の小学校５１人が参加。約１.４

キロある大日影トンネル遊歩道の探険、自然に

囲まれた竜門峡のハイキングなど、仲間同士で

元気いっぱいに楽しみました。

２日間を過ごした５１人の探険隊員の笑顔に

は、雄大な自然の中で築いた、「大きな絆」が

感じられ、最高の夏の思い出となりました。

伝統のそば作りに初挑戦！

５１名の絆
少年少女ふるさと探険隊

自
然
に
囲
ま
れ
た
竜
門
峡
を

ハ
イ
キ
ン
グ
。

１
０
０
年
以
上
も
前
に
整
備
さ
れ
た

大
日
影
ト
ン
ネ
ル
を
探
険
。

仲間で歌い、踊ったキャンプファイヤー



市内中学生の青春記録
せいしゅん

７ 広報こうしゅう

関東大会
●水泳
・　５０Ｍ自由形　　　　雨宮　詩歩（塩北中）
・１００Ｍ自由形　　　　雨宮　詩歩（塩北中）
・１００Ｍ自由形　　　　廣瀬　陽之（塩北中）
・２００Ｍ自由形　　　　廣瀬　陽之（塩北中）
・２００Ｍ自由形　　　　稲岡　大飛（松里中）
・４００Ｍ自由形　　　　稲岡　大飛（松里中）
・１００Ｍ平泳ぎ　　　　廣瀬　智之（塩北中）
・２００Ｍ平泳ぎ　　　　廣瀬　智之（塩北中）
・１００Ｍバタフライ　　曽根　瑞樹（松里中）
・２００Ｍバタフライ　　曽根　瑞樹（松里中)
・２００Ｍ背泳ぎ　　　　三枝　　聖（塩山中）
・２００Ｍ個人メドレー　三枝　　聖（塩山中）
●柔道
・女子５７ｋｇ級　　　　宇津木春香（塩山中）
・女子６３ｋｇ級　　　　樋口あきほ（塩山中）
・女子７０ｋｇ級　　　　市川　真珠（塩山中）
・男子５０ｋｇ級　　　　辻　　翔　（塩山中）
・団体女子　　　　　　　塩山中
●ハンドボール男子 松里中
●ハンドボール女子 塩山中
●ソフトボール女子 塩山中
●バドミントン
・男子ダブルス　　　　　古屋　樹　（勝沼中）
・男子ダブルス　　　　　輿石　悠　（勝沼中）
・女子シングルス　　　　内田　有香（勝沼中）

・団体男子　　　　　　　勝沼中
●陸上
・砲丸投げ　　　　　　　小沢日南子（塩山中）
・走り幅跳び　　　　　　近藤　祐未（塩山中）
・１００Ｍ　　　　　　　雨宮　利奈（塩山中）
●吹奏楽 塩山中
●マーチング 塩山中
●弦楽合奏 松里中

全国大会

●水泳
・４００Ｍ自由形　　　　深澤美南海（塩北中）
●柔道
・女子５７ｋｇ級　　　　宇津木春香（塩山中）
・女子６３ｋｇ級　　　　樋口あきほ（塩山中）
・女子７０ｋｇ級　　　　市川　真珠（塩山中）
●陸上
・走り幅跳び　　　　　　近藤　祐未（塩山中）
●ボウリング
・女子の部　　　　　　　小林　紗英（塩山中）
●ウエイトリフティング
・女子５８ｋｇ級　　　　前田あすか（塩山中）
・男子５６ｋｇ級　　　　雨宮　一斗（勝沼中）
・男子６３ｋｇ級　　　　佐藤　健斗（勝沼中）
●将棋
・男子の部　　　　　　　河村優一郎（塩山中）
●ソフトボール女子 塩北中

今夏、山梨県代表として多くの中学生が関東大会・全国大会に出場。
このページでは、出場した皆さんの青春記録を紹介します。

近藤祐未さん
（塩山中学校3年）

塩山中学校陸上部

の近藤祐未さんは、

８月１９日から奈良

県で開催した、第３

８回全日本中学校陸

上競技選手権大会

（種目・走り幅跳び）

に出場しました。「最大の夢でした」と全国大

会を振り返る近藤さん。「大会を通じて、多く

のことを学びました」と新しい仲間との出会い、

家族や先生らの大きな応援で経験した貴重な思

い出を話しました。

塩山北中学校女子ソフトボール部

塩山北中学校女子ソフトボール部は、８月１

３日から大阪府で開催した、第１１回全日本中

学生男女ソフトボール大会に初出場しました。

京都府の桃山クラブと対戦し、２対０と敗戦し

ましたが、キャプテンの金子玲菜さんは「先生

や地域の皆さんの声援があったから、全力で頑

張れました」と、多くの皆さんに感謝をしなが

ら、全国大会の思い出を話しました。



１３０年の歴史を誇る日本ワイン発祥の地
「甲州市勝沼町」。産地の魅力を多くの皆さんに
紹介したいと、ワイナリーやぶどう畑など、ワ
インに関わる名所を巡る「ワインツーリズム」
が、１１月５日に甲州市を中心に、６日には甲
府市を中心に行われます。

●ぶどうがあるから、ワインがある●
４回目を迎えるワインツーリズムには、毎年

２０００人を超えるワイン愛好家が訪れます。
「ぶどうがあるから、ワインがある」と話す高安
一さんは、ワインツーリズム・勝沼ルートの代
表。現在、醸造家や農家、ＮＰＯや市民団体な
ど、それぞれの分野で活躍している仲間と共に、

「おもてなしの心」と共に、先人から伝承されて
きた産地の魅力を伝えようと、地域の皆さんに
協力を願い、ホームページを活用して宣伝を行
うなど、積極的に活動しています。

●先人たちが築いてきた産地の誇りと愛情●
月２回の会議は、たくさんの意見が飛び交い

ました。「皆さんの言葉には、先人たちが築いて
きた、産地への誇りと愛情に対する想いがあり
ます」と高安さんが話すように、メンバーの中
には、産地を守ってきた地域住民への感謝の気
持ちがあふれています。

ワインツーリズムは、回を重ねる度に、地域
間の交流と人々の親睦が深まっていることを、
関わってきた皆さんは感じています。ぜひ、ワ
インツーリズムに参加して、素晴らしい産地の
魅力に触れてみてください。

産地の魅力を紹介しようと
話し合うメンバーの皆さん

産地の住民が伝える
ワインとぶどうの魅力
ワインツーリズム・勝沼ルート

シリーズ協働を担う ⑥

８平成23年９月

かわいい浴衣姿の皆さん（ふるさと大和夏まつり）

今年も、市内各地で納涼祭が行われました。
フランクフルトや焼きそば等の出店、盆踊りや
打ち上げ花火等、地域の特色を活かした祭りに、
浴衣姿の子ども達は元気に楽しみ、お盆で帰郷
された皆さんは、故郷の楽しいひと時を過ごし
ていました。

市内各地で納涼祭

「
美
味
し
～
い
」
と
楽
し
む
親
子
。

（
交
通
災
害
厄
除
け
地
蔵
尊
祭
り
）

湯
気
で
前
が
見
え
な
く
て
も
焼
き
そ
ば
を

作
っ
て
い
ま
す
。(

上
東
区
納
涼
祭
）



９ 広報こうしゅう

塩山高校商業研究部は、塩山地域の魅力を紹
介した「ＥＮＺＡＮ（塩山）ガイドマップ」を
作成しました。
ガイドマップは、四季を通じて塩山地域を楽し

める４コースを紹介。「孫とお花見」「家族でピ
クニック」「日本の文化を体験」「一人でも友達
とでも温泉でほっこり」をテーマ別に、地図や
写真、イラストを活用して、誰にでも分かりや
すく、塩山の魅力を紹介しています。

●塩山地域を楽しんでもらいたい●
「地域を何とか盛り上げたい」、「旅行雑誌やガ

イドマップに載らないけど、いいところを紹介
したい」と、商業研究部は多くの皆さんに塩山
の魅力を伝えたいとの願いから、昨年夏にガイ
ドマップの作成を始めました。

まずは、調査研究として、地域を徹底的に歩
きました。「今まで気付かなかった」と、部員は

地域を巡る度にお宝を発見。部長の神谷久美子
さんは「塩山は、すごい！」と興奮しながら調
査当時を振り返り話しました。

●あらためて塩山が好きになった●
商業研究部は、様々な分野にチャレンジして

います。特に、８月に開催した第７回山梨県高
等学校生徒商業研究発表大会では、最優秀賞を
初受賞。現在、９月に千葉県で開催される関東
大会にむけて頑張っています。
「今回のガイドマップづくりで、あらためて塩

山が好きになりました。」と話す商業研究部の皆
さんは、先生や地域の皆さんの協力に感謝する
と同時に、今後は、ガイドマップを活用したマ
ネージメントに挑戦していきます。

塩
山
地
域
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
よ
う

と
取
り
組
む
商
業
研
究
部
の
皆
さ
ん

高校生が
地域をマネージメント

塩山高校商業研究部

シリーズ協働を担う ⑦

地域文化を全国に紹介すると同時に、国民の
文化活動への参加を呼びかける国内最大級イベ
ント「国民文化祭」が、平成２５年に山梨県で
開催されます。

甲州市は７月２６日、国民文化祭を市内全域
で盛り上げようと、国民文化祭甲州市実行委員
会を設立し、準備を始めました。

なお、甲州市では、道祖神を中心とした民俗
芸能発表とワイン文化を紹介する事業などを開
催します。

甲州市の文化をＰＲ

８月９日、甲州市原産地呼称ワイン認証審査
会は初めての「官能審査会」を行いました。

今回の審査は、市が平成２０年に創設した
「甲州市原産地呼称ワイン認証制度」に基づき、
一連の審査を通過したワインを対象に、色、香
り、味、調和などを判定。厳正な審査を行いま
した。

なお、審査に合格したワインは、９月３日に
「認証シール交付式」が行われ、勝沼ぶどうの
丘などで販売されます。

原産地呼称ワイン誕生

「お願いします」と委嘱状を手渡す田辺市長全国が注目する初の原産地呼称ワインが誕生



固
定
資
産
税
は
基
準
日
と
な
る
毎
年
１

月
１
日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所

有
す
る
方
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。

■
相
続
人
代
表
者
の
届
け
出
は
お
早
め
に

土
地
・
家
屋
等
、
固
定
資
産
の
所
有
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
早
め
の
相
続
登

記
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
も
し
、
手
続
き

が
遅
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
相
続
人
の

中
か
ら
代
表
者
を
選
定
し
て
、
届
出
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
に
代
表
者
を
変
更
す
る

場
合
に
は
新
た
に
代
表
者
と
な
ら
れ
る
方

の
変
更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
新
旧
代
表
者
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま

す
。）

■
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く

亡
く
な
ら
れ
た
納
税
義
務
者
の
方
が
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

口
座
振
替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

新
た
な
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
共
有
名
義
の
代
表
者
の
変
更
は
・
・
・

土
地
、
家
屋
等
を
複
数
の
方
で
共
有
し

て
い
る
場
合
に
は
、
共
有
者
全
員
が
納
税

義
務
者
に
な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
共

有
者
の
中
か
ら
代
表
者
１
人
に
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
代
表
者
の
変
更
を

す
る
場
合
に
は
、
『
共
有
代
表
者
変
更
届
』

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
新
旧
代
表
者
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま

す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

市
で
は
、
毎
年
、
計
量
法
に
基
づ
き
一

定
の
期
間
（
８
年
間
）
を
経
過
し
た
水
道

メ
ー
タ
ー
を
無
料
で
交
換
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
市
が
委
託
し

た
水
道
事
業
協
力
会
の
係
員
が
敷
地
内
に

立
ち
入
り
、
交
換
作
業
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
換
時
の
ご
協
力
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
や
車
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
20
分
程
度
、
水

を
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
犬
が
近
く
に
繋

い
で
あ
り
ま
す
と
、
交
換
作
業
の
支
障
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
の
作
業
場
所
に
特
別
な

事
情
が
な
い
限
り
、
交
換
作
業
に
立
会
い

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
お
宅
が
お
留
守
で

あ
っ
て
も
、
メ
ー
タ
ー
が
交
換
で
き
る
場

所
に
あ
れ
ば
、
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
水
道
の
メ
ー
タ
ー
交
換
に
よ
っ
て
代
金

を
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！
（
新

メ
ー
タ
ー
本
体
と
交
換
手
数
料
と
も
に
無

料
で
す
）

・
メ
ー
タ
ー
交
換
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に

は
、
事
前
に
「
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に

つ
い
て
」
と
い
う
文
書
を
お
送
り
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
交
換
期
間

９
月
１
日
～
15
日
（
検
針
月
が
偶
数
月

の
区
域
）

10
月
１
日
～
17
日
（
検
針
月
が
奇
数
月

の
区
域
）

■
委
託
業
者

甲
州
市
水
道
事
業
協
力
会
20
社

（
順
不
同
）

㈲
橘
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
㈲
秋
山
設
備
、

塩
山
ヒ
タ
チ
商
会
、
㈲
大
藤
建
設
、
第
一

設
備
㈱
、
ト
ミ
ザ
ワ
設
備
、
㈲
日
栄
工
業
、

㈲
田
中
設
備
工
業
所
、
㈲
早
川
建
材
設
備
、

平
間
工
業
所
、
広
瀬
水
道
建
設
㈲
、
㈲
堀

内
設
備
、
三
科
設
備
、
㈱
雨
宮
工
務
店
、

㈲
岩
間
商
興
、
㈲
エ
ー
ス
、
内
藤
設
備
、

三
森
建
設
㈱
、
㈲
ラ
イ
フ
興
産
、
㈱
平
成

設
備

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
　
総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
７
７

屋
外
広
告
物
（
看
板
）
は
、
何
の
決
ま

り
も
な
く
設
置
す
る
と
街
な
み
や
自
然
の

景
観
を
損
ね
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
美
し
い
県
土
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
「
山
梨
県
屋
外
広
告
物

条
例
」
に
よ
り
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
す

る
場
所
に
よ
り
、
大
き
さ
や
、
色
の
基
準

を
定
め
、
原
則
と
し
て
知
事
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
屋
外
広
告
物
（
看
板
）
を
設

置
す
る
場
合
や
、
す
で
に
許
可
を
受
け
ず

に
設
置
し
て
い
る
場
合
な
ど
が
あ
る
際
に

は
、
県
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
９
日
に
は
、
「
屋
外
広
告
の
日
」
記

念
行
事
と
し
て
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
「
屋
外
広
告
の
日
一
斉
活
動
」
を
実
施

し
、
違
反
屋
外
広
告
物
の
簡
易
除
却
や
、

屋
外
広
告
物
制
度
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
２
５

峡
東
建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建
築
課
　

☎
20
‐
２
７
２
５

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

９
月
10
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」

10平成23年９月
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下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
、
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
者
の

専
属
が
必
要
で
す
。

こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て
の

技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は

次
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

10
月
３
日
（
月
）
～
24
日
（
月
）

■
講
習
会

11
月
17
日
（
木
）

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

甲
府
市
朝
気
１
丁
目
２
番
２
号

■
試
　
験

11
月
27
日
（
日
）

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

■
申
込
先

財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７

※
申
込
用
紙
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

・
甲
州
市
役
所
　
都
市
整
備
課

・
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
　
山
梨
県
下
水
道
公
社

☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
７
３
８

■
日
　
時

９
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
６
２
６
‐
１

☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
７
９
５
９

■
内
　
容

第
33
回
動
物
愛
護
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
、
長
寿
犬
飼
育
者
表
彰
式
、
動
物
の

お
医
者
さ
ん
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ポ
ニ
ー
乗

馬
コ
ー
ナ
ー
、
犬
ね
こ
飼
い
方
、
相
談
、

動
物
ク
イ
ズ
、
動
物
を
つ
く
ろ
う
な
ど

■
主
　
催

山
梨
県
、（
社
）
山
梨
県
獣
医
師
会

■
後
　
援

山
梨
県
教
育
委
員
会
、
山
梨
県
市
長
会
、

山
梨
県
町
村
会

■
協
　
力

山
梨
県
動
物
愛
護
管
理
連
絡
協
議
会

■
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課

食
品
衛
生
・
動
物
愛
護
担
当

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
８
９

平
成
23
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
認
定
試
験

峡東保健所衛生課・動物愛護推進員

感染症対策していますか?
ペットに、ノミやダニがすみつくと、皮膚炎になっ

たり、かゆみによるストレスなどで問題行動を起こす

ことがあります。

日頃から、よく観察を行い、異常があれば動物病院

へいくなど、ペットを感染症から守ってあげましょう。

◆お問い合わせ先

峡東保健所衛生課　☎２０‐２７５１

平成２４年度

入学予定児童『健康診断』
市では、平成２４年度４月

入学予定児童（平成１７年４
月２日生～平成１８年４月１
日生）を対象に　健康診断を
行います。今月中に保護者あ
てに通知は郵送しますが、届
かない場合、内容等が不明な
場合にはご連絡ください。

なお、各地域によって実施日・会場が異なりますの
で、ご確認をお願いします。

■対象者　塩山南小学校入学予定児童

・実施日　10月 6日（木）
受付　午後１時１５分～１時３０分

・場　所　塩山保健福祉センター及び塩山南小学校
（Ａ・Ｂグループ分け）

■対象者　勝沼小学校、祝小学校、東雲小学校
菱山小学校、大和小学校入学予定児童

・実施日　10月11日（火）
受付　午後１時１５分～１時３０分

・場　所　勝沼市民会館　１階ロビー

■対象者　塩山北小学校、松里小学校、井尻小学校
入学予定児童

・実施日　10月13日（木）
受付　午後１時１５分～１時３０分

・場　所　甲州市民文化会館　２階ロビー

■対象者　奥野田小学校、大藤小学校、神金小学校
玉宮小学校入学予定児童

・実施日　10月18日（火）
受付　午後１時１５分～１時３０分

・場　所　甲州市民文化会館　２階ロビー

◆お問い合わせ先
教育総務課 ☎３２‐１４１２

平
成
23
年
度
山
梨
県
動
物
愛
護
デ
ー

11 広報こうしゅう
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今
年
度
、
甲
州
市
で
は
農
業
分
野
で
障

害
者
の
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
、
も
し

く
は
計
画
し
て
い
る
農
業
関
係
の
団
体
に

対
し
補
助
金
を
交
付
し
、
障
害
者
の
受
入

を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

補
助
に
あ
た
っ
て
は
、
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
甲

州
市
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
事
業
名

甲
州
市
障
害
者
農
業
活
動
推
進
事
業

（
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
）

■
問
い
合
せ
期
間

９
月
１
日
（
木
）
～
９
月
９
日
（
金
）

■
申
請
締
切
日
　
９
月
22
日
（
木
）
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

（
甲
州
市
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
）
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
５
９
３
）

市
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
、
山

梨
県
民
手
帳
の
購
入
予
約
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

■
価
　
格
　
５
０
０
円

※
別
売
り
で
、
住
所
録
を
80
円
で
販
売
し

ま
す
。

■
締
切
日
　
９
月
30
日
（
金
）
ま
で

■
配
　
布
　
11
月
初
旬
の
配
布
予
定

※
代
金
と
引
換
え
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

■
配
布
場
所

市
役
所
本
庁
舎
　
市
民
生
活
課

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
手
話

に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
手
話
入
門

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
手
話
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時

10
月
14
日
～
平
成
24
年
２
月
３
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
15
回
）

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

※
12
月
23
日
・
30
日
は
除
く
。

■
場
　
所

甲
州
市
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階

会
議
室

■
対
　
象

手
話
に
関
心
が
あ
り
、
手
話
に
つ
い
て

学
習
し
て
み
た
い
、
16
歳
以
上
の
方

■
参
加
料
　
無
料

※
但
し
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１，

２
０
０

円
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み

９
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、
甲
州
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
も
し
く
は
市
役
所
福
祉

介
護
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
44
‐
２
６
１
２
　
℻
44
‐
３
０
３
５

甲
州
市
障
害
者
農
業
活
動
推
進
事
業

購
入
予
約
受
付
中

２
０
１
２
年
度
版

山
梨
県
民
手
帳

手
話
入
門
講
座
参
加
者
募
集

東山聖苑からのお知らせ

受付・待合棟について
ご利用されます皆様の暑さ、寒さ対策として、新

たに現在の式場南側に平屋建て、約１６８㎡の受
付・待合棟を建設することになりました。

完成は年末予定となりますが、工事期間中の火
葬・式等は通常どおりご利用いただけます。

また、工事期間中、皆様には大変ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
◆お問い合わせ先

東山梨行政事務組合　東山聖苑
山梨市小原西５６２

☎２０‐８１３０ ℻２２‐６８２１

甲州市結婚相談所と山梨恋活委員会

初めての共同開催イベント
山梨恋活委員会では、毎月１度のペースで

峡東地区を拠点に、市内外の男性、女性の出
会いのきっかけとなるイベントを開催してい
ます。今回は、９月１１日（日）に日川渓谷
レジャーセンターでの恋活イベントを企画し
ましたので、お気軽にご参加ください。

■日　時　9月11日（日）
■集　合　ＪＲ甲斐大和駅　午前９時３０分

景徳院駐車場　　午前１０時
■場　所　日川渓谷レジャーセンター
■参加料　男女共に、３，０００円

※事前の申し込みが必要です。
■内　容

マス釣り、マスのつかみ取り、バーベキュ
ーのほか、「やまと天目山温泉」でリフレッシ
ュもできます。
◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市結婚相談所 事務局（市民生活課)
☎３２‐５０６８　
山梨恋活委員会（根津）☎２２‐９１１２

※９月１１日（日）に甲州市民文化会館で開
催予定していました結婚相談は、中止とさせ
ていただきます。

iinnffoorrmmaatt iioonn
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千
野
保
育
園
病
後
児
保
育
室
「
さ
く
ら

ん
ぼ
」
は
、
千
野
保
育
園
に
併
設
さ
れ
て

い
る
病
後
児
保
育
施
設
で
す
。

定
員
の
子
ど
も
２
人
に
対
し
て
、
看
護

師
１
名
ま
た
は
保
育
士
１
名
を
配
置
し
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
環
境
の
中
で
、
病
気
回

復
期
の
子
ど
も
達
の
不
安
を
受
け
と
め
、

保
護
者
の
方
の
子
育
て
や
就
労
等
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

利
用
料
金
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
は
、

千
野
保
育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児

市
内
在
住
も
し
く
は
市
内
の
保
育
所
・

小
学
校
に
通
っ
て
い
る
児
童
（
０
歳
～
小

学
校
３
年
生
ま
で
）

■
時
　
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

■
休
室
日

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

■
定
　
員
　
２
名
（
予
約
受
付
順
）

■
料
　
金

※
市
内
・
市
外
問
わ
ず
（
１
日
）

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
に
属

す
る
児
童
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
児
童
は
２，

０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

■
そ
の
他

食
事
代
・
お
や
つ
代
と
し
て
３
０
０
円

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
特
別
な
食

材
等
必
要
な
乳
幼
児
は
、
食
材
等
を
準
備

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

千
野
保
育
園
　
☎
33
‐
２
６
２
４

甲
州
市
結
婚
相
談
所
で
は
「
第
２
回
ｃ

ａ
ｆ
ｅ
で
婚
活
相
談
　
ｉ
ｎ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

お
い
し
い
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
、
婚
活
に
つ
い
て
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
様
は
当
然
の
こ
と
、

当
相
談
所
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
の
参

加
も
可
能
で
す
。

な
お
、
当
日
の
参
加
申
込
み
等
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
　
時

９
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
　
所

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
５
８
５

☎
33
‐
７
９
８
８

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
結
婚
相
談
所

事
務
局
（
市
民
生
活
課

市
民
生
活
担
当)

☎
32
‐
５
０
６
８

※
９
月
25
日
（
日
）
に
、
甲
州
市
民
文
化

会
館
で
開
催
予
定
し
て
い
ま
し
た
結
婚
相

談
は
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

病
後
児
保
育
室
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

の
ご
案
内

11月10日に開催

甲州こどもフェスタ
子育て最大イベントとして、６回目を迎える

「甲州こどもフェスタ」。今年は、１１月１０日
（木）に、塩山ふれあい館で開催します。

ボランティアを募集！

甲州こどもフェスタでは、当日の運営のお手伝
いをしてくださるボランティアを募集します。

■日　時　11月10日（木）
午前９時～午後２時

■場　所　塩山ふれあい館
■内　容　イベントブースの補助・会場案内など
■定　員　２０名程度

おもちゃ交換会のおもちゃ募集！

こどもフェスタでは「絵本とおもちゃの交換会」
を実施します。まだまだ使えるけど、お家に眠っ
ているおもちゃはありませんか？絵本やＤＶＤで
も大歓迎です。交換会へのご協力をよろしくお願
いします。

おもちゃの回収期間は１０月中旬からの予定と
なります。回収場所・方法につきましては広報

「こうしゅう」１０月号でお知らせします。
なお、ぬいぐるみはご遠慮ください。おもちゃ

等は、破損などを確認して、交換会にふさわしい
ものをお願いします。

◆お問い合わせ先
甲州こどもフェスタ実行委員会
事務局（子育て対策課） ☎３２‐５０８１

第
２
回
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
で
婚
活
相
談

ｉ
ｎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル

受講者募集

乳児救急法
講習会
■日　時　９月８日（木）

受付　午後１時１０分～

講義　午後１時３０分～３時３０分

■場　所　塩山保健福祉センター

■内　容　

・救急時の対処や実技

・事故予防のために、日常生活で注意すること

※参加希望者は、事前に申し込みをしてください。

※託児を希望される方も申し込みと一緒にご連絡

ください。

◆お問い合わせ先

健康増進課　健康づくり担当

☎３３‐７８１２
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特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査

は
２
年
に
１
度
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、

塩
山
地
域
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る

は
か
り
は
、
県
知
事
が
実
施
す
る
定
期
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
商
店
・
観
光
農
園
な
ど
で
商
品
の
重
量

を
計
り
取
引
に
用
い
る
場
合

○
薬
局
な
ど
で
薬
の
調
合
に
用
い
る
場
合

○
病
院
・
学
校
・
保
育
園
な
ど
で
健
康
診

断
の
体
重
測
定
に
用
い
る
場
合
な
ど

※
た
だ
し
、
家
庭
用
は
か
り
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
検
査
日
・
会
場

・
10
月
３
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
塩
寿
荘
）

10
月
４
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

松
里
公
民
館
　

10
月
６
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

塩
山
北
中
学
校

午
後
１
時
30
分
～
３
時

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
塩
山
支
所

10
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
塩
山
支
所

■
留
意
事
項

①
前
回
２
年
前
に
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方

に
は
、
通
知
に
よ
り
検
査
日
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
、
該
当
す
る
日
で
都
合
が
悪
い

場
合
は
、
産
業
振
興
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

②
大
型
の
は
か
り
（
４
０
０
㎏
以
上
の
も

の
）
は
、
所
在
場
所
（
設
置
場
所
）
で
の

検
査
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
電
気
式
は
か

り
は
、
計
量
士
が
巡
回
し
て
検
査
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
事
前
に
県
計

量
検
定
所
に
報
告
が
必
要
と
な
る
た
め
、

９
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
産
業
振
興
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
こ
の
検
査
を
受
け
ず
に
、
は
か
り
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
、
計
量
法
に
よ
り
50

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
前
記
①
、
②
以
外
の
方
で
検
査
の
対
象

と
思
わ
れ
る
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
は
、

９
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
産
業
振
興
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、

農
業
機
械
の
基
本
的
な
操
作
方
法
や
安
全

利
用
の
修
得
、
日
常
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
、
農
業
経
営
で
幅
広
く
活
用
で
き
る

研
修
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

９
月
28
日
（
水
）

午
前
９
時
15
分
～
午
後
３
時

■
場
　
所

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校

■
内
　
容

①
刈
払
い
機
に
つ
い
て

②
管
理
機
に
つ
い
て

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
研
修
課

☎
０
５
５
１
‐
３
２
‐
２
２
６
９

■
対
象
者

峡
東
地
域
の
新
規
就
農
者
、
認
定
就
農

者
等
、
企
業
的
農
業
経
営
を
目
指
す
方

■
会

場

笛
吹
市
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
笛
吹
市
役
所
春
日
居
支
所
隣
）

■
日

程

①
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス

10
月
～
３
月
（
全
10
回
）

②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

11
月
～
３
月
（
全
６
回
）

■
受
講
料

①
２，

７
０
０
円
　
　
②
７
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所

峡
東
地
域
普
及
セ
ン

タ
ー

担
い
手
育
成
担
当

☎
20
‐
２
７
０
７

甲
州
市
で
は
、
地
域
特
性
を
い
か
し
た

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
基
本
方
針
・
次
代
へ
つ
な
ぐ
元
気
な
甲

州
（
ま
ち
）
へ
の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）
』

を
今
年
３
月
に
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
本
年
度
協
働
を

具
体
化
し
て
い
く
た
め
の
推
進
計
画
を
策

定
す
る
目
的
で
「
甲
州
市
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
　

７
月
26
日
に
、
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
の
で
委
員
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

■
甲
州
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

（
敬
称
略
）

会
　
長
　
日
高
　
昭
夫

（
山
梨
学
院
大
学
教
授
）

副
会
長
　
田
邉
　
裕
人
（
下
於
曽
）

有
賀
　
文
雄
（
日
　
影
）

佐
藤
　
卓
男
（
菱
　
山
）

辻
　
　
武
彦
（
上
塩
後
）

秋
山
　
紀
勝
（
下
岩
崎
）

井
上
　
文
弘
（
中
萩
原
）

日
原
　
佐
徳
（
藤
　
木
）

武
川
　
仲
子
（
勝
　
沼
）

小
尾
　
里
美
（
　
山
　
）

佐
野
　
　
久
（
勝
　
沼
）

柏
木
　
清
次
（
勝
　
沼
）

塚
田
　
純
子
（
休
　
息
）

榊
原
　
雅
樹
（
上
於
曽
）

天
野
　
文
子
（
鶴
　
瀬
）

吾
妻
　
治
久
（
上
於
曽
）

中
村
　
　
実
（
藤
　
木
）

樋
口
な
つ
子
（
上
於
曽
）

柳
通
め
ぐ
み
（
赤
　
尾
）

小
俣
多
美
子
（
菱
　
山
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
協
働
推
進
室

☎
32
‐
５
５
８
３

は
か
り
の
検
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
23
年
度
第
２
回
農
業
機
械
一

般
研
修
募
集
案
内

受
講
者
募
集

農
業
経
営
改
善
研
修
会(

農
業
簿
記)

甲
州
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

14平成23年９月
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スプリンクラー、爆音機・・・

農家の皆さん
ご協力をお願いします

■スプリンクラーの散水について
農園において畑かん施設（スプリンクラー等）

で散水を行っている栽培者の方にお願いです。
「スプリンクラーの散水の水が道路に飛び出て、

通行の妨げになっている」、「車など運転している
ときに危険が生じる」といった苦情が寄せられて
います。

利用の際には、道路に面している部分のスプリ
ンクラーの角度調整、飛散防止対策（ビニール等
を張る）など配慮いただきますようお願いします。
■爆音機の使用について

有害鳥獣被害防止のため、やむを得ず爆音機を
使用する場合は、周辺の地域住民への騒音による
迷惑を十分に考慮し、次の点に注意してください。
◎地域において最小限必要とする期間に使用する。
◎日没後１時間から日の出前１時間までは使用し
ない。
◎できるかぎり、爆発音の間隔をあけて設定する。

以上のことに注意しながら使用し、住みよい地
域にできるよう配慮をお願いします。

■農薬の使用について
農薬を使用する際は飛散を抑え、風の強さ、向

き、周辺環境に注意し、保管管理の徹底に努めて
ください。また最近、農薬が河川等に流入する事
故が発生しています。使い残りの農薬、散布に使
用した器具及び容器を洗浄した水は河川や水路に
流れ込まないよう、配慮して下さい。
■こさ切りをしましょう

自分の家や畑からぶどうや桃の枝が伸び、隣の
家や道路にはみだしていませんか？

こさ切りとは道路にはみ出し、通行の妨げにな
っている枝などを切ることを言います。公共用地
や隣地に迷惑のかからないように、隣近所で話し
合い、こさ切りを行うようにしてください。
■かさ、袋の処理について

果実収穫後の不要となったかさ、袋などについ
ては各農家で処分し、飛散等近隣住民に迷惑のか
からないように配慮してください。
◆お問い合わせ先
産業振興課 ☎３２‐５０９２

住
基
カ
ー
ド
は
、
曲
が
っ
た
り
、
Ｉ
Ｃ

端
末
が
破
損
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
ご

利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
管
・
使
用
方
法
に
よ
っ
て
カ
ー
ド
が

使
用
不
能
に
な
っ
た
場
合
、
再
発
行
の
際

手
数
料
５
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
長
く
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に

①
悪
環
境
下
で
の
ご
使
用
・
保
管
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。

高
温
と
な
る
場
所
で
保
管
し
な
い
、
端

子
面
が
濡
れ
た
状
態
で
使
用
し
な
い
、
静

電
気
を
帯
び
た
状
態
で
取
り
扱
わ
な
い
等

②
カ
ー
ド
を
曲
げ
た
り
、
衝
撃
を
与
え
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
の
み
（
ま
た
は
銭
の
入
っ
た
財

布
に
入
れ
た
状
態
）
で
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
な
い
、
読
み
取
り
機
械
か
ら
カ

ー
ド
を
抜
き
取
る
際
に
挿
抜
方
向
と
垂
直

に
曲
げ
て
抜
き
取
ら
な
い
等

③
接
触
Ｉ
Ｃ
端
子
面
（
カ
ー
ド
左
側
の
黄

色
い
部
分
）
を
汚
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
０
２
～
１
０
５
）

甲
州
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
塩
寿
荘
）

は
、
９
月
15
日
（
木
）
に
「
敬
老
の
日
の

集
い
」
と
し
て
、
施
設
を
無
料
開
放
し
開

催
し
ま
す
。

当
日
は
、「
健
康
体
操
」「
落
語
」「
カ
ラ

オ
ケ
」
の
披
露
、
「
来
館
最
高
齢
者
記
念
品

贈
呈
」
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
な
ど
を
行
い

ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
15
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
塩
寿
荘
）
☎
33
‐
９
３
７
５

住
基
カ
ー
ド
の
取
り
扱
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

甲
州
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
塩

寿
荘
）
敬
老
の
日
の
集
い

住基カード普及キャンペーン
市では、住基カード普及キャンペーンとして、写真付

住基カードの申請用の写真を無料で撮影します。写真付

のカードを作ると、公的な身分証明書として利用するこ

とができます。住基カードの申請方法、持ち物など、詳

細は市民生活課までお問い合わせください。

■日　時　9月14日（水）

午前９時～正午・午後１時～４時

■場　所　市役所本庁舎　１階ロビー

15 広報こうしゅう
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16平成23年９月

市
で
は
、
各
地
区
を
巡
回
す
る
検
診
車

で
の
集
団
検
診
を
、
次
の
日
程
に
よ
り
実

施
し
ま
す
。
※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
日
時
・
場
所

○
10
月
19
日
（
水
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

甲
州
市
民
文
化
会
館

午
後
１
時
30
分
～
４
時

松
里
公
民
館

○
11
月
２
日
（
水
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

神
金
公
民
館

午
後
１
時
30
分
～
４
時

大
藤
公
民
館

○
11
月
９
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

甲
州
市
民
文
化
会
館

○
11
月
14
日
（
月
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

奥
野
田
公
民
館

午
後
１
時
30
分
～
４
時

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
11
月
30
日
（
水
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

甲
州
市
民
文
化
会
館

午
後
１
時
30
分
～
４
時

甲
州
市
民
文
化
会
館

○
12
月
７
日
（
水
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

勝
沼
市
民
会
館

午
後
１
時
30
分
～
４
時

勝
沼
市
民
会
館

■
検
査
方
法

・
40
歳
以
上
の
方

医
師
の
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

※
全
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
　
　

・
40
歳
未
満
の
方
　

医
師
の
視
触
診
、
超
音
波
（
エ
コ
ー
）

検
査

※
実
施
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　

・
11
月
30
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

甲
州
市
民
文
化
会
館

・
12
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

勝
沼
市
民
会
館

■
定
　
員

１
回
に
つ
き
25
名
（
先
着
順
・
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
　

■
持
ち
物

・
乳
が
ん
検
診
受
診
票
　

・
自
己
負
担
金
　
８
０
０
円

■
そ
の
他

・
申
込
期
間
は
、
検
診
日
の
10
日
前
ま
で

と
な
り
ま
す
。

・
予
約
制
で
あ
る
た
め
、
当
日
（
検
診
日
）

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
乳
が
ん
検
診
受
診
票
は
、
健
康
増
進
課
、

勝
沼
・
大
和
総
合
局
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

（
前
年
度
受
診
者
で
異
常
な
し
の
方
に
は
、

４
月
に
受
診
票
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
）

・
し
こ
り
等
の
自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、

今
回
の
検
診
で
は
な
く
、
専
門
外
来
で
受

診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４
　

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１
　
　

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
人
間
ド

ッ
ク
健
診
を
受
診
い
た
だ
こ
う
と
、
今
年

か
ら
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
し
た
。
健
診

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
受
診
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

甲
州
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
35
～

74
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
12
年
４
月
１
日
～

昭
和
52
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

■
場
　
所

塩
山
市
民
病
院
、
山
梨
厚
生
病
院
、
加

納
岩
総
合
病
院
、
甲
州
市
立
勝
沼
病
院
、

Ｊ
Ａ
山
梨
厚
生
連

■
定
　
員
　
８
０
０
名
（
先
着
順
・
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
　
　
　
　
　

■
自
己
負
担
金

１
人
に
つ
き
２
０，

０
０
０
円
を
市
か

ら
助
成
し
ま
す
。
実
際
に
か
か
っ
た
費
用

か
ら
２
０，

０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
金

額
が
自
己
負
担
金
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

平
成
24
年
２
月
24
日
（
金
）
ま
で
　
　

■
受
診
期
限

平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）
ま
で
　
　

■
申
込
み

健
康
増
進
課
、
勝
沼
・
大
和
地
域
総
合

局
の
窓
口
で
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
票
を
発

行
し
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
は
「
国
民

健
康
保
険
証
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
発
行
後
に
各
自
で
希
望
す
る
医
療

機
関
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４
　

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１
　
　

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

今
月
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
食
育
番
組
「
野
菜
・

果
物
を
つ
く
っ
て
お
い
し
く
食
べ
る
じ
ゃ

ん
」
の
放
映
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
９
月
の
放
映
内
容

ぶ
ど
う
棚
か
ら
、
か
ぼ
ち
ゃ
棚
に
変
身
！

・
勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

９
月
26
日
（
月
）
～
10
月
２
日
（
日
）

・
峡
東
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

９
月
25
日
（
日
）
～
29
日
（
木
）

※
詳
細
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
で
ご
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
食
育
推
進
会
議

事
務
局
（
健
康
増
進
課)

☎
33
‐
７
８
１
３

完
全
予
約
制

検
診
車
に
よ
る
乳
が
ん
車
検
診

申
込
み
受
付
中

国
保
人
間
ド
ッ
ク
健
診

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
食
育
番
組
「
野
菜
・
果

物
を
つ
く
っ
て
お
い
し
く
食
べ
る

じ
ゃ
ん
」
放
映
の
お
知
ら
せ

iinnffoorrmmaatt iioonn



17 広報こうしゅう

日常生活の利便性の向上に

デマンドバス実証運行
地区説明会
市では、市民の皆様が買い物や通院など、多様

化する日常生活の利便性を向上させる目的に１１
月１日から塩山全域で「デマンドバス」の実証運
行を開始します。

つきましては、実証運行を前に、多くの皆様に
ご理解と、ご利用にあたってのご案内をするため、
次の内容により説明会を開催します。

当日は、利用者登録も受け付けます。デマンド
バスは登録制でのご利用となりますので、ぜひ、
この機会に登録をお願いします。また、市民生活
課窓口でも登録を９月１２日（月）から受けつけます。

なお、デマンドバスの利用料金は、次のとおり
です。

【塩山南地区説明会】※２日間開催
■日時・場所

9月12日（月）午後７時～８時３０分
塩山西公民館　１階　多目的ホール

9月15日（木）午後７時～８時３０分
市役所本庁舎 １階 国際交流市民交流センター

【塩山北地区説明会】
■日時・場所

9月13日（火）午後７時～８時３０分
塩山北公民館　２階　大会議室

【玉宮地区説明会】
■日時・場所

9月20日（火）午後７時～８時３０分
玉宮公民館　２階　大会議室

【大藤地区説明会】
■日時・場所

9月21日（水）午後７時～８時３０分
大藤公民館　１階　大会議室

【神金地区説明会】
■日時・場所

9月22日（木）午後７時～８時３０分
神金公民館　１階　ホール

【松里地区説明会】
■日時・場所

9月26日（月）午後７時～８時３０分
松里公民館　２階　会議室

【奥野田地区説明会】
■日時・場所

9月27日（火）午後７時～８時３０分
奥野田公民館　２階　ホール

【井尻地区説明会】
■日時・場所

9月28日（水）午後７時～８時３０分
井尻公民館　２階　ホール

◆お問い合わせ先　市民生活課　市民生活担当
☎３２‐５０６８

市
で
は
、
次
の
施
設
に
お
け
る
平
成
24

年
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者
と
な
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
や
仕
様
書
等
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
並
び
に
各
施
設
の
管
理
担
当
課

窓
口
で
配
付
い
た
し
ま
す
。

■
指
定
管
理
者
募
集
施
設

①
交
流
保
養
セ
ン
タ
ー
「
大
菩
薩
の
湯
」

※
管
理
担
当
課
　
観
光
交
流
課

■
募
集
要
項
等
の
配
布

・
配
付
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
施
設
管
理

担
当
課
（
観
光
交
流
課
）

・
公
募
期
間

９
月
26
日
（
月
）
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
施
設
管
理
担
当
課

観
光
交
流
課
　
企
画
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

甲
州
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

を
募
集
し
ま
す

○デマンドバス利用料金
１回　　３００円

■フリーパス券
・６０歳以上

１年間　　　　３，０００円
６ヶ月間　　　１，５００円

・６０歳未満
１年間　　　１０，０００円
６ヶ月間　　　５，０００円

iinnffoorrmmaatt iioonn
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甲
州
市
教
育
委
員
会
で
は
、
９
月
よ
り

「
第
二
期
水
泳
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

水
が
こ
わ
い
お
子
様
で
も
安
心
し
て
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
「
健
康
運
動

教
室
」
で
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
の
プ
ー
ル
に
お
い

て
「
大
人
の
方
向
け
の
水
泳
教
室
」
、
プ
ー

ル
の
中
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ア
ク
ア
ビ

ク
ス
を
行
う
、
「
か
ん
た
ん
水
中
体
操
」
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
、
安
心
し
て
ご
参
加

い
た
だ
け
る
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
小
学
生
水
泳
教
室(

初
心
者)

】

■
対
象
・
開
催
日

・
Ａ
ク
ラ
ス
（
水
曜
日
、
金
曜
日
）

初
心
者
の
小
学
生

・
Ｂ
ク
ラ
ス
（
火
曜
日
、
木
曜
日
）

板
な
し
キ
ッ
ク
で
７
ｍ
以
上
泳
げ
る
小

学
生

■
時
　
間
　
午
後
４
時
15
分
～
５
時
15
分

■
回
　
数
　
各
ク
ラ
ス
と
も
全
10
回

■
受
講
料
　
４，

０
０
０
円

【
成
人
水
泳
教
室
】

■
対
　
象

・
初
級
者
（
火
曜
日
）

水
が
怖
い
と
い
う
方
で
も
大
歓
迎
！

・
中
級
者
（
火
曜
日
、
金
曜
日
）

ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
が
25
ｍ
泳
げ
る
方

■
時
　
間

・
初
級
者

昼
の
部
　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
５
分

夜
の
部
　
午
後
８
時
25
分
～
９
時
15
分

・
中
級
者

火
曜
日
　
午
後
２
時
10
分
～
３
時

金
曜
日
　
午
後
８
時
25
分
～
９
時
15
分

■
回
　
数
　
各
ク
ラ
ス
と
も
全
10
回

■
受
講
料
　
６，

０
０
０
円

【
か
ん
た
ん
水
中
体
操
】

■
対
　
象
　
市
民
の
方

■
開
催
日
（
水
曜
日
）

昼
の
部
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

夜
の
部
　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

■
回
　
数
　
各
ク
ラ
ス
と
も
全
10
回

■
受
講
料
　
６，

０
０
０
円

■
申
込
方
法

９
月
10
日
ま
で
に
、
塩
山
海
洋
セ
ン
タ

ー
に
電
話
で
予
約
の
上
、
受
講
料
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
者
多
数
の
場
合
は
、
ク
ラ
ス
調
整

ま
た
は
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
調
整
力
を
上
げ
る
「
や
さ
し
い
ヨ
ガ
」、

脂
肪
燃
焼
や
引
き
締
め
効
果
の
あ
る
「
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ー
キ
ッ
ト
」
、
運
動
不
足
や

メ
タ
ボ
解
消
に
効
果
の
あ
る
「
簡
単
ボ
ク

サ
サ
イ
ズ
」
な
ど
、
運
動
が
苦
手
な
方
で

も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
各
種
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

【
や
さ
し
い
ヨ
ガ
】

■
時
　
間
（
火
曜
日
）

昼
の
部
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

夜
の
部
　
午
後
８
時
～
８
時
45
分

【
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ボ
デ
ィ
ー
サ
ー
キ
ッ
ト
】

■
時
　
間
（
木
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

【
簡
単
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
】

■
時
　
間
（
木
曜
日
）

午
後
８
時
～
８
時
45
分

■
受
講
料
　
６，

０
０
０
円

※
２
教
室
の
方
は
１
０，

０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

■
申
込
方
法

９
月
10
日
ま
で
に
、
塩
山
海
洋
セ
ン
タ

ー
に
電
話
で
予
約
の
上
、
受
講
料
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
者
多
数
の
場
合
は
、
ク
ラ
ス
調
整

ま
た
は
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
と
し
て
通
年
で
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
音
楽
に
、
手
足
の
振

り
付
け
を
つ
け
て
い
き
な
が
ら
踊
っ
て
い

く
、
ハ
ワ
イ
の
伝
統
的
な
民
族
舞
踊
で
す
。

趣
味
の
幅
を
広
げ
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い

や
楽
し
み
が
増
え
ま
す
。

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
）】

■
開
催
日

第
２
～
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

※
祝
日
の
開
催
な
ど
の
場
合
、
一
部
変
更

と
な
り
ま
す
。

■
参
加
費
　
３，

０
０
０
円
（
月
謝
制
）

■
申
込
方
法

直
接
、
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

■
日
　
時

10
月
３
日
（
月
）
～
17
日
（
月
）
の
間

の
８
日
間
　

■
場
　
所

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
笛
吹
市
御
坂
町
成
田
１
４
５
６)

■
対
　
象

就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の

高
齢
者
。
（
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求

職
登
録
が
必
要
で
す
）

■
定
　
員
　
20
名

■
受
講
料
　
無
料

■
締
切
日
　
９
月
16
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

（
社)

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
�
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

（
社)

東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
塩
山
事
務
所

☎
32
‐
４
１
１
０

18平成23年９月

甲
州
市
教
育
委
員
会

第
二
期
水
泳
教
室
・
健
康
運
動
教
室

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
開
催

参
加
者
募
集

植
木
と
緑
地
管
理
技
能
講
習
会

iinnffoorrmmaatt iioonn



○
講
座
で
　
祭
り
を
知
ろ
う
○

10
月
１
日
に
開
催
す
る
「
鳥
居
焼
き
」

に
つ
い
て
、
学
ん
で
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

鳥
居
焼
き
を
は
じ
め
と
す
る
山
梨
の
祭
り

に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

■
テ
ー
マ

『
祭
り
か
ら
さ
ぐ
る
山
梨
の
送
り
火
』

■
日
　
時

９
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時
～

■
場
　
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

■
講
　
師

室
伏
徹
（
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
）

■
定
　
員
　
40
名
（
事
前
に
電
話
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

■
参
加
費
　
無
料

○
「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」
募
集
○

お
お
む
か
し
の
人
の
顔
や
暮
ら
し
を
、

自
由
に
想
像
し
て
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
品
は
特
別
展
期
間
中
ロ
ビ
ー
に
掲
示
し
、

作
品
す
べ
て
を
掲
載
し
た
作
品
集
を
応
募

者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。
い
き
い
き
し
た

縄
文
人
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
締
切
日
　
９
月
25
日
（
日
）
ま
で

■
提
出
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
（
郵
送
可
）

■
規
　
格

画
用
紙
（
大
き
さ
自
由
）
に
、
ク
レ
ヨ

ン
ま
た
は
水
彩
絵
の
具
で
描
い
て
く
だ
さ

い
。
作
品
の
裏
に
氏
名
・
年
齢
・
学
校
・

学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。

■
掲
示
期
間

10
月
15
日
（
土
）
～
11
月
28
日
（
月
）

■
そ
の
他

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
に
感
謝
状
と

冊
子
の
授
与
式
を
行
な
い
ま
す
。
作
品
の

返
却
は
12
月
の
予
定
で
す
。

○
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う
○

市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提
示
で
、

本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会

員
（
年
会
費
１，

０
０
０
円
）
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

・
営
業
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

※
休
館
は
火
曜
・
祝
日
の
翌
日
（
土
曜

日
・
日
曜
日
は
除
く)

・
入
館
料

一
般
・
大
学
生

２
０
０
円

小
中
高
生
　
　

１
０
０
円

19 広報こうしゅう

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」

掲
載
・
無
断
転
載
禁
止

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

９月１５日は老人の日

９月１５日～２１日は
老人週間です
多年にわたり社会に尽くしてきた高齢者を敬愛す

る目的で、９月１５日を「老人の日」、また９月１５
日から２１日までの１週間を「老人週間」として、
長寿を祝う敬老行事が全国で行われます。

甲州市では、９月１５日の老人の日に新１００歳
の方を慶祝訪問し、老人週間に、７７歳・８８歳・
１００歳以上の方にお祝い金等の配布を行います。

なお、８月１０日現在で、市内在住の新１００歳
の方は１４名です。

◆お問い合わせ先
福祉介護課
地域福祉担当
☎３２‐５０２７

iinnffoorrmmaatt iioonn



iinnffoorrmmaatt iioonn
今
回
の
企
画
展
は
、
大
藤
・
神
金
・
玉

宮
地
区
に
あ
る
文
化
財
を
写
真
パ
ネ
ル
に

て
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

９
月
１
日
（
木
）
～
10
月
27
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
、
９
月
20
日
（
火
）、

９
月
23
日
（
金
）
と
な
り
ま
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

写
真
家
の
廣
瀬
博
さ
ん
が
、
20
年
か
け

て
撮
影
し
た
四
季
折
々
の
野
鳥
の
写
真
約

20
点
を
甘
草
屋
敷
に
展
示
し
ま
す
。

カ
ワ
セ
ミ
・
ヤ
マ
セ
ミ
・
ア
カ
シ
ョ
ウ

ビ
ン
の
写
真
を
ご
家
族
で
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
期
　
間

９
月
15
日
（
木
）
～
11
月
30
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
休
館
日
は
毎
週
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

■
場
　
所

重
要
文
化
財
旧
高
野
家
住
宅
・
甘
草
屋
敷

巽
蔵
（
た
つ
み
ぐ
ら
）

■
入
場
料
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甘
草
屋
敷
　
☎
33
‐
５
９
１
０

■
日
　
時

９
月
11
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

■
場
　
所
　
塩
山
体
育
館

■
内
　
容

午
前
に
予
選
リ
ー
グ
、
午
後
に
順
位
決

定
リ
ー
グ

■
対
象
者

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
（
学
生
は
除
く)

■
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
　
２，

０
０
０
円

■
締
切
日
　
９
月
８
日
（
木
）

■
主
　
催

甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
体
育
協
会
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
（
焼
尾
賢
一
）

☎
33
‐
９
３
２
２
　
℻
33
‐
９
３
２
３

20平成23年９月

歴
史
民
俗
資
料
室
第
76
回
企
画
展

甲
州
市
の
文
化
財

塩
山
地
域
４

９月５日（月）～
10月３日（月）

塩山文化協会写真部に
よる作品を展示します。

※展示内容・期間については変
更になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー

劇団四季
オリジナルミュージカル
ユタと不思議な仲間たち

■日　時　９月１１日（日）

午後４時～（開場　午後３時３０分）

■場　所　甲州市民文化会館　ホール

■入場料（全席指定）

※３歳以上有料（３歳未満の着席鑑賞は有料）

Ｓ席　４,０００円

Ａ席　３,０００円

Ｂ席　２,０００円
■入場券販売所

【甲州市内】
甲州市民文化会館　　☎３２‐１４１１
菊島楽器　　　　　　☎３３‐５１１５

【甲府市内】
コラニー文化ホール（山梨県民文化ホール）
☎０５５‐２２８‐９１３１
甲府音協
☎０５５‐２３５‐３９７５

【その他】

劇団四季予約センター（午前１０時～午後６時）

☎０１２０‐４８９４４４

SHIKI ON-LINE TICKET（２４時間受付）　

アドレス　http: / /489444.com

■お問い合わせ先　甲州市民文化会館 ☎３２‐１４１１
午前９時～午後５時まで※月曜・祝日は休館になります。

（月曜が祝日の場合はその翌日が休館になります）

発売中

※写真提供　荒井健（撮影）

野
鳥
の
四
季
写
真
展

参
加
チ
ー
ム
募
集
　

第
５
回
甲
州
市

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ



甲
州
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
毎

年
「
ぶ
ど
う
ま
つ
り
」
に
あ
わ
せ
て
ジ
ャ

ム
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
勝
沼
の
ぶ
ど

う
を
使
っ
た
お
い
し
い
ジ
ャ
ム
で
す
。

■
日
　
時

９
月
28
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

勝
沼
市
民
会
館
１
階
　
調
理
室

（
勝
沼
庁
舎
西
側
）

■
定
　
員

20
人
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

■
参
加
費
　
３
０
０
円

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
締
切
日
　
９
月
16
日
（
金
）

■
そ
の
他

昼
食
（
お
弁
当
）
と
、
参
加
記
念
品

（
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
１
瓶
）
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
）

☎
32
‐
５
０
９
２

市
内
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
出
会
い
と
交

流
を
広
げ
、
ま
た
技
術
向
上
を
図
る
た
め
、

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
４
日(

火)

■
場
　
所
　
塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
競
技
方
法

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
セ
ル
フ
プ
レ

ー
・
新
ぺ
リ
ア
方
法

■
プ
レ
ー
費

８，

０
０
０
円

※
プ
レ
ー
費
、
食
事
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付

■
参
加
費

３，

０
０
０
円

※
参
加
賞
及
び
パ
テ
ィ
ー
費
な
ど
（
当
日

徴
収
）

■
表
　
彰

・
男
子
の
部：

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位

・
女
子
の
部：

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位

※
10
位
ま
で
入
賞
、
飛
び
賞
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

■
定
　
員
　
１
９
２
名
（
48
組)

※
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

■
締
切
日

９
月
20
日
（
火)

■
そ
の
他

・
組
み
合
わ
せ
抽
選
後
、
ス
タ
ー
ト
時
間

等
を
参
加
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

・
当
日
は
、
必
ず
ス
タ
ー
ト
30
分
前
ま
で

に
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
０
２)

iinnffoorrmmaatt iioonn
参
加
者
募
集
・
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
作

り
～
お
い
し
い
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
を

一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

21 広報こうしゅう

参加者募集

大菩薩トレッキング
(紅葉編）
常緑の季節を終え、ひと朝ごと色深まる大

菩薩嶺一帯の紅葉を眺めながら、大菩薩が創

りだす癒しの空間を、観光ガイドと一緒に歩

き、大自然と一体となれる「日本百名山　大

菩薩トレッキング（紅葉編）」を開催します。

■日　時　１０月５日（月）※雨天中止

■集　合　

上日川峠（ロッヂ長兵衛） 午前９時

※送迎希望者（塩山駅北口） 午前８時３０分

■コース及び定員

・大菩薩峠コース　５０名（初心者向き）

・石丸峠コース　　５０名（中級者向き）

・大菩薩嶺コース　５０名（中級者向き）

■参加料（当日徴収）

５００円（保険料、入浴料など）

■送迎料（当日徴収）

２，０００円

※お帰りは大菩薩の湯までとなります。

■申込方法

電話、はがき、FAX、メールのいずれかに

より住所、氏名、年齢、電話番号、集合場所、

コース、宿泊の有無を記載のうえ、甲州市観

光協会事務局（甲州市役所観光交流課内）ま

でお申し込みください。

■締切日　

９月１６日（金）必着

◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市観光協会　事務局（観光交流課）

☎３２‐２１１１（内線２９１・２９２）

℻３２‐５１７４

メールアドレス

kankou@city .koshu. lg . jp

参
加
者
募
集

第
６
回
甲
州
市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
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22平成23年９月

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

９
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

９
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性) 

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

９
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
９
月

16
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

℻
32
‐
０
２
８
５

「
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
以
前
よ
り
だ
ら
し
な
く
な
っ
た
」
な
ど
、

今
ま
で
と
様
子
が
違
う
と
い
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
も
の
忘
れ
に
よ
り
、
様
々
な

変
調
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
　
時

９
月
16
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
　
市
民
会
議
室
Ａ

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
９
月

14
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

■
日
　
時
　
９
月
13
日
（
火
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時
　

■
場
　
所

森
林
自
然
公
園
（
玉
宮
地
区
）

■
内
　
容
　
野
外
活
動
（
昼
食
付
き
）

■
対
　
象

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
関

心
の
あ
る
方

※
昼
食
の
準
備
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
９
月

９
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

■
日
　
時
　
10
月
26
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
集
合
場
所
・
時
間

・
塩
山
地
区

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
表
駐
車
場

午
前
９
時
　
（
集
合
・
出
発
）

※
市
民
文
化
会
館
に
車
で
お
越
し
の
方
は

建
物
南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
勝
沼
・
大
和
地
区

勝
沼
庁
舎
　
前
庭

午
前
９
時
15
分
（
集
合
・
出
発
）

※
勝
沼
庁
舎
に
車
で
お
越
し
の
方
は
建
物

南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
　
容
　
り
ん
ご
狩
り
（
松
本
方
面
）

■
参
加
費
　
１，

０
０
０
円

（
昼
食
代
等
、
当
日
集
金
）

■
対
　
象

市
内
在
住
の
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い

る
方

■
定
　
員

35
名
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

■
締
切
日
　
10
月
14
日
（
金
）

■
そ
の
他

集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
し
込
み
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
田
原
福
祉
会
　
萩
の
里

☎
33
‐
７
７
３
４

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

心
の
相
談
窓
口
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

も
の
忘
れ
相
談
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

家
族
介
護
者
交
流
会
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■
日
　
時

９
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
　
所
　
本
庁
舎
２
階
　
第
２
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者
　

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

■
そ
の
他

・
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で

す
。
９
月
５
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

た
い
の
で
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開

設
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
20
日
（
火
）

午
前
の
部

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎
１
階
　
市
民
相
談
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員
　
12
名

■
内
　
容

消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、
訪
問
販

売
、
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
契
約
等
に

関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
な
ど

■
そ
の
他

・
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
。

・
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・
９
月
５
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

法
務
省
は
７
月
１
日
、
三
科
典
子
さ
ん

（
西
広
門
田
）
を
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
し
ま

し
た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
な
ど

の
事
案
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
や
障

害
者
を
巡
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
及

び
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
全
国
一

斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

９
月
５
日
（
月
）
～
11
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
担
当
者

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
、
山
梨
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
の
人
権
擁
護
委
員

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
全
国
共
通
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

東
日
本
大
震
災
で
避
難
し
て
き
た
児
童

が
、
「
放
射
能
が
う
つ
る
」
と
い
っ
た
中
傷

を
受
け
る
な
ど
の
事
案
が
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
根
拠
の
な
い
思
い
込
み
や
偏
見
で

差
別
す
る
こ
と
は
人
権
侵
害
に
つ
な
が
り

ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
や
さ
し

さ
を
忘
れ
ず
、
み
ん
な
で
こ
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
主
催
・
協
力

甲
府
地
方
法
務
局
、
山
梨
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
、
山
梨
県
人
権
啓
発
活
動
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

常
設
人
権
相
談
所

（
全
国
共
通
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

無
料
法
律
相
談

無
料
消
費
生
活
相
談

中
村
猛
行
政
相
談
委
員

行
政
相
談
委
員
制
度
50
周
年
記
念

中
央
式
典
に
出
席

行
政
相
談
員
の
中
村
猛
さ
ん
は
、
７
月

６
日
に
開
催
さ
れ
た
、
行
政
相
談
委
員
制

度
50
周
年
記
念
中
央
式
典
に
招
待
さ
れ
ま

し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
平
成
８
年
４
月
に
総
務

庁
長
官
（
現
・
総
務
大
臣
）
か
ら
、
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
降
、
現
在
ま

で
15
年
余
の
間
、
行
政
相
談
委
員
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20

年
３
月
か
ら
は
、
山
梨
行
政
相
談
委
員
協

議
会
会
長
を
務
め
、
県
内
の
27
市
町
村
71

名
の
中
心
と
な
り
、
県
内
委
員
及
び
委
員

団
体
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
・
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

相
手
の
気
持
ち
、
優
し
さ
を
忘
れ

ず
に
「
人
権
相
談
」
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地域包括支援センター
ご協力ありがとうございました

おたっしゃ健診の報告です
今年１月に６５歳以上で介護保険の認定を受けて

いない高齢者８，５７１人の方に、お身体や生活の
状況をお伺いする「おたっしゃ健診問診票」を郵送
させていただきました。

その結果７，８３６人の方（９１.５％）からの
返信がありました。※各地域の民生委員の皆様に協
力を得られ、高い返信率となりました。
■結果について

何らかの機能低下があった方が５９％いました。
（表１）

そのうち、認知・物忘れと下肢筋力の機能低下が
多く見られました。（表２）

■何らかの機能低下があった方に対して各地区２３
会場で結果説明会を行いました。

１，１３１人の方（３０％）の来所があり、保健
師や歯科衛生士から介護予防のお話をしました。そ
のうち９４人（８.３％）の方が継続的に支援が必
要で、要介護認定の申請をした方もいました。

◎今回結果説明会に来所されなかった方につきまし
ては、現在、保健師等が電話や訪問によりお身体の
状況確認などを実施しております。

これからも健康で元気で過ごしていくために、毎
月介護予防のお話しを掲載していきますので、ぜひ
参考にしてください。

◆お問い合わせ先
福祉介護課　地域包括支援センター　
☎３２‐５６００

体
を
動
か
さ
な
い
と
、
筋
力
や
気
力
も

衰
え
が
ち
に
な
り
、
実
際
に
動
け
な
く
な

て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
ど
な
た
で
も
で
き
る
簡
単

な
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

５
分
以
上
歩
け
る
人

壁
に
つ
か
ま
り
ス
ク
ワ
ッ
ト
（
膝
の
曲

げ
伸
ば
し
）
、
か
か
と
の
上
げ
下
げ
。
こ

れ
を
20
回
ず
つ
、
１
日
２
～
３
セ
ッ
ト

歩
く
の
は
つ
ら
い
が

５
分
以
上
座
れ
る
人

・
タ
オ
ル
を
使
っ
た
体
操
。
足
を
伸
ば
し

て
座
り
、
足
裏
の
つ
ま
先
の
方
に
タ
オ
ル

を
掛
け
て
両
手
で
持
つ
。

体
の
柔
軟
性
に
合
わ
せ
て
タ
オ
ル
の
長

さ
を
調
節
し
、
軽
く
引
っ
張
り
な
が
ら
、

つ
ま
先
を
踏
み
込
ん
だ
り
、
反
ら
し
た
り

を
繰
り
返
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
介
護
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

☎
32
‐
５
６
０
０

■
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
の
放
映

手
軽
に
体
操
が
で
き
る
よ
う
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
で
15
分
間
の
「
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
」
を

放
映
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

・
塩
山
、
大
和
地
区

午
前
９
時
～
、
午
後
４
時
30
分
～

・
勝
沼
地
区

午
前
６
時
30
分
～
、
午
後
１
時
～

午
後
４
時
30
分
～
、
午
後
11
時
30
分
～

※
次
回
の
広
報
で
は
「
足
腰
の
弱
る
サ
イ

ン
に
つ
い
て
（
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
）
」
を

紹
介
し
ま
す
。

こんにちは
地域包括です

簡
単
体
操
で

「
動
か
ず
、
動
け
ず
を
防
ご
う
」

表 １  結 果 に つ い て

判 定 不 能  1 0 ％

機 能 低 下 あ り
5 9 ％

異 常 な し  3 1 ％ 表 ２  機 能 低 下 あ り の 内 訳

認 知 ・ 物 忘 れ 　 　 ２ ５ ％
下 肢 筋 力 　 　 　 　 ２ １ ％
う つ 状 態 　 　 　 　 １ ９ ％
口 の 健 康 　 　 　 　 １ ７ ％
栄 養 状 態 　 　 　 　 １ １ ％
閉 じ こ も り 黄 身 　 　 ７ ％



秋の全国交通安全運動
秋の全国交通安全運動が、９月２１日（水）～

９月３０日（金）までの１０日間で実施されます。

■運動の基本は・・・

「子供と高齢者の交通事故防止」
■運動の重点は・・・
・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通

事故防止
・全ての座席のシートベルトとチャイルドシート

の正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶
・二輪車の交通事故防止

９月３０日は・・・
「交通事故死ゼロを目指す日」

９月11日は
警察相談の日です

警察相談専用電話「＃９１１０」って知ってい
ますか？

警察には、警察と皆さんを結ぶ「ホットライ
ン」が２つあるのをご存じですか？
１つは、皆さんがよくご存じの「１１０番」。
もう１つは、警察相談専用電話「＃９１１０」
です。

つかいわけよう！２つの１１０番！

※こんな時は・・・
もう一つの１１０番「＃９１１０」へ

・暴力団についての相談や情報　
・覚せい剤など薬物の情報　
・家庭内暴力などの相談
・行方不明者の相談や情報　　
・免許証の更新・失効についての相談
・警察に対する意見や要望　
・その他、防犯・家事・民事に関する相談　　　
など

★ダイヤル回線の電話及び一部のＩＰ電話につ
いては、「＃９１１０」はご利用できません。警
察署相談窓口をご利用下さい。
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不動産無料相談
■日　時　9月15日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

iinnffoorrmmaatt iioonn
温かな善意

ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。
・神戸和男さん（赤　尾）

◎甲州市社会福祉協議会へ
・山縣重人さん（等々力）

住宅祭りを開催します
■日　時　９月11日（日）午前10時～午後３時

■場　所　恩賜林記念会館

■内　容

・住まいの何でも相談会

・住宅設備展示販売、実演

・フリーマーケット、縁日

・絵画コンテスト作品展覧会

・東日本大震災支援活動

・抽選会

◆お問い合わせ先

甲州市商工会 勝沼大和支所 ☎４４‐０５８６

緊急時あなたを守る

１１０番

相談は安心ダイヤル

＃９１１０番
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

甘草屋敷子ども図書館
第20回企画展『井口量太四季彩展』

■期間　11月末まで

■場所　甘草屋敷子ども図書館内ギャラリー

■内容

甲州市在住の井口量太氏のアクリル画点で

す。四季折々の花々や身の回りの何気ない物へ

の優しいまなざしを感じてみませんか？

大和図書館
蔵書点検のお知らせ

１０月４日（火）から１０月７日（金）まで

蔵書点検作業のため休館させていただきます。

利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたし

ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

勝沼図書館
平成23年度ぶどうとワインの資料展

■テーマ

フットパスで巡る　勝沼のロケ地

～物語を通して見つけるぶどうとワインの魅力～

■期　間　１０月１日（土）～２８日（金）

■場　所　勝沼図書館カウンター前ギャラリー

図書館友の会からのお願い

およっちょい祭り出店用の図書の献本を、塩

山図書館にて受け付けています。ご家庭で不要

になった図書がありましたら、開館時間内に塩

山図書館までお持ちください。

勝沼図書館　図書館探険隊
読書クラブ「カムカムクラブ」の子ども

達による、図書館職員体験を行いました。
いつもは借りる方だけど、今回は利用者の
皆さんに貸出をする立場です。緊張した面
持ちでしたが、図書館員としての使命を持
って一生懸命取り組んでくれました。

勝
沼
図
書
館

「
夏
休
み
子
ど
も
映
画
会
」
　

夏
の
暑
い
一
時
に
夢
中
に
　
　

な
っ
て
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

勝
沼
図
書
館
・
塩
山

図
書
館
　
職
場
体
験

松
里
中
学
校
２
年

生
（
３
名
）
と
大
和

中
学
校
２
年
生
（
１

名
）
、
山
梨
高
校
２

年
生
（
３
名
）
に
よ

る
職
場
体
験
学
習
が

あ
り
ま
し
た
。
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で

戸
惑
い
な
が
ら
も
し

っ
か
り
と
業
務
を
こ

な
し
て
く
れ
ま
し

た
。
体
験
で
得
た
知

識
を
生
か
し
、
今
後

も
図
書
館
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

としょ
フォト!



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。
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笑顔いっぱい、元気もいっぱ
い！いつも周りを笑顔にしてく
れてありがとう。これからも誰
にでも優しい子でいてね。

父・知希さん、母・知恵さん
（熊　野）

９月２日で５歳おめでとう！
美碧の成長がうれしいです。生
まれて来てくれて「ありがとう」
大切な美碧君�

父・英夫さん、母・須美さん
（上井尻）

毎日いろんな表情を見せてく
れる祥太。日に日にできること
も増えていくね。そんな祥太の
成長が楽しみです。すくすく元
気に育ってね。
父・透さん、母・芽亜里さん

（三日市場）

2人と過ごす毎日は、いつも笑
顔にあふれていて本当に幸せで
す。たくさんの幸せをありがと
う！パパもママも２人の笑顔が
大好きです！

父・勝さん、母・幹子さん
（上井尻）

いつまでも、2人仲良く元気で
いてね。

父・恭一さん、母・敏恵さん
（熊　野）

神澤
かんざわ

美碧
よしあ

くん（５歳)

ハニカミ笑いが得意なふみ君
にパパもママもメロメロです。す
くすく元気に育ってね。

父・博文さん、母・美帆さん
（熊　野）

佐藤
さとう

かんなちゃん（５歳)

きりちゃん（８ヶ月)

樋口
ひぐち

祥太
しょうた

くん（４ヶ月)木曽川
きそがわ

文雅
ふみや

くん（１０ヶ月)
佐藤
さとう

姫花
ひめか

ちゃん（６歳)

櫂斗
かいと

くん（４歳)

掛本
かけもと

虎太郎
こたろう

くん（２歳)
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